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多職種連携教育の目的・目標
＜敏●目的＞
暉包暫ア・地箪共生社会の実現のために．多棟な壌で暮
和伯母イi；哨母面髯tら澁品:
く教青目●＞
1.多●糧の役罰と賃!JIこついて、多朧橿と共有すら
2. 多•Ill'aのコミュニケーシaン続力をつける
3．対象者志向の傭遭団をもつ
4.多●桟で対象の目襦を共賓する
6．対象常の6揖違成、ケアの貫内上にむけてともに深く湾える
6.多繊糧協働・連携・慣整にむけての累望をともに籍る
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できる？という．そういう発想転換していかないといけないのですがそのあたりが多戟種述携といい
ながらまず牙頷はこれをと決めていきましょうみたいな，そんな傾l••Jがありました。 まず目探の設定
を共有するというのはすごく大事だなとやってみて思いました。これからの地牧包括ケアとか地域共
生社会に向けて多戟種が問題を共有するお互いを理解する．それから展開する，応川するために一
つの4t例をみんなで考えてみる。協働する述携する，潤整するというのがその次の段陪で．これは私．
卒後でもいいかなと思っているのですこの辺は。展開する，応用するというところが一定わかればい
いのかなというふうに，今．ゴールは定めていて．だから多載種連携を共助としての位itづけでしっか
りやっていく必要があるかなというふうに思っています。
鹿児島の例なのですが，事例をとおして理学扱法士と言語聴北士と石渡学科といろんな人が集まっ
て，赤じゅうたんの中にいくつかの島を作ってみんなで話をします。石渡学生 音語聴iと士の学生とか
理学疫法の学生がおられて，同じケース・片麻痺のある息者さんの検討をしました。紋終的にお嬢さ
んの結婚式が1カ月後にあって．そこまでどうしたいというゴールを設定しました。それに向けて府渡
師は何ができるという話をしたときに，先ほどIlし上げたように理学扱法士はプロとして見通しを持
ちながら今これをすべきっていうのを明確に百える。それで石渡職はその辺とても弱くて願いとし
てどうなってほしいかは甘えるのですけどもなかなか具体的なプログラムは立たないというところで．
問題点を学生たちは感じながら．けれども，こういう息者さんだったらこんな保険が使えるよねという
話をしたら，理学扱法士の人が牙渡師さんてそんな勉強までしてるの？と言われたのです。そういう意
味では本当に行護の特徴とか，理学級法のいいところとかというのが見えたなというふうに思う事例で
した。それで，学生の反応を取ってみたら．概ねできたというのがほとんどなので結構よかったって
いうことです。そのときに自分のちゃんと石綬の専l"性が首えたかというところに3人ほど自侶がなかっ
た学生がいたということですが．ともに学ぴ合うということの意味はやっばりあるなというふうに思った
事例です。
4.保健指導能力
最後が保健指荘能力です。平成元年のカリキュラムまでは例えば屈性行凌学だったら，屈性祈康学
概論それから母性保健，紺性臨床牙涵という科g名は決まっていた時代なのですが，平成8年になっ
て母性府渡学という内容になって各学校の科目を好きに設定してよいようになってから． 一番はずれ
たのが保健なのです。丸々保健がなくなってしまったのですよ。これ，やっばりだめですという話です。
これから医釈費抑制しょうと思ったら絶対保健なので。俣健師教行があって保健師が保健指導する
という流れの中から石渡師はあまり保他指存にかかわらなかった部分っていうのもあったと思うので
す。平成8年に;:(r濠教行の中に在宅介護論が入ったのですけど，そのときに保他師教行が公衆衛生介
護学から地域看護学になった。これからはもっと地域だよという話の中で保健師教脊が地岐看渡学に
なった。それで在宅石渡論は地域石渡学の一分野である在宅級焚をされている方とその家族を対象
とするというふうに限定したのですじゃないと俣健師教行と区別がつかないから。なので，在宅看護
論はお元気な方を対象にしてないの．おわかりですか。在宅ri護論は地域で療贅生活を送る人とその
家族が対象なので，元気で．もしかしたらほっておいたら介渡が必要になるかもしれない人は対象外な
ので．基本は訪問竹護のようなイメージの在宅牙護論なのです。なので，介渡予防という視点が今まで
は保健師との関係で入ってなかったのですが．それではちょっと1:りに合わない．これからのH本のお金
のことも含めたときに数の多い看渡師がそこを何とかやっていってほしいということになったのです。
今度のカリキュラムでは，在宅沿護論が一番変わると思います。恐らく地域が入る地城 ・在宅牙護論
になるからそこが一番大きく変わると思います。平成22年のカリキュラム改正のときに．保健師は
地岐f護学をやめて公衆衛生看渡に特化するようなかたちにまた戻っているのでということは先ほど
地蚊石殺は誰が見るの？といったら．保健師さんは看康師さんでしょと言うのですよね。でも確かにこ
れからのことを考えたら石設師も俣健指存ができないといけない。保健指淋は碓がやってもいいわけ
なので，石凌師がやらないといけないなと思ったときにこれがなかなか定牙fしてないカリキュラムに
れ汲基悦教fのこれから
なっているところが問題です。私は今．保健指導論を担当しているのですが．これは俣健指芍の基礎
理論を教えておいて．具体的に母性とか小児の保健指洋とか．それから施策などを教えるのですが．これ．
すごい国家試験に直結するのです。皆さんの意識の中にもう少し保健というのを入れていかないといけ
ないのではないでしょうか。
ご涌聴ありがとうございました。
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